
学生に樹種を説明す
る常石さん。針葉樹と
広葉樹の違いを学び、
広葉樹を中心に有用
樹種を見極める。

大
学
だ
け
や
の
う
て
、

社
会
で
学
ぶ
学
生
が
え
い
が
や
な
い
？

――大学の講義「地域共生概論」でも講師をしていただ

いていますが。

　40年ばぁ前は、どっこも田舎で、自然環境のある
べき姿は自ずと日々のくらしの中で認識できた。
でも高度な社会となった今はそれが難しい。環境保全
の重要性は、本来の豊かさと蝕まれはじめた現実の
両方の姿をまず知ってもらわんことには伝えれんがよ。
守るべき本質とは何なのかを考えてもらいゆう。講義
では、緊張をほぐすがに歌をうとうたこともある(笑)

――地域に出て行く学生が増えていますが、学生に期待

することはどんなことでしょうか。

　地域に出て行く学生が増えたがは、地域と大学、
両方が噛み合いだしたんやないろうか。それと僕らぁ
の頃と比べて、今の学生は意識が高いねぇ。ちゃんと
目標を立ててやりゆう。これは、世の中に出た時に
役に立つがやないろうか。自らが外へ出て行って、
吸収してくることが大事で、そこではいろんな出会い
ふれあいも生まれる。大学だけやのうて、社会で学び
成長するそんな学生がえいがやない？こういう目的
で、今はこれをするという実行と検証が大事ながやき。
　困った時にはよう相談に来てくれる。ありがたい。
相談を受けたら精一杯応えるようにしゆう。そのか
わり、本当にヤル気があるか試させてもらうけんど
(笑)。高知の人間は生半可なモンには手をさしの
べてくれん。汗のかき甲斐のある人に協力してくれ
るがやき。

――本学に期待することはどんなことでしょうか。

　学生が僕らぁの活動に参加してくれるがは、大学が
かなり力を注いでくれゆうからこそ。
　工科大は地域と共にという意識が高いき、僕らぁもあ
りがたい。熱意がひしひしと伝わってくるし、それを行動
で示してくれる。今後も続けていってもらいたいねえ。

井村公一
学生支援部

今回の
インタビュアー

――常石さんが行われている物部川流域環境保全啓発

活動について教えてください。

　今の物部川は昔の豊かさが失われてきちゅう。川
の水量や渇水、人工林の放棄やシカによる食害、色
んな問題が物部川にはある。自分らぁは、生物多様
性を含めて、物部川を本来の姿に戻すがに、人々の意
識を変えるための啓発活動をしゆう。生かされちゅ
う者の一人として、何とかしていきたいと思いゆう。

――啓発活動には学生も参加させていただいてい

ます。参加する学生の印象はどうですか。

　「三嶺の森をまもるみんなの会」がやりゆ
うシカ食害防止活動なんかは、工科大生の存
在が大きいねぇ。「物部川21世紀の―」のシン
ポジウムや、環境学習にも協力してくれゆう。
一人ではちょっとしか出来んけんど、たくさん
集まれば大きな事ができるきね。それ
に、この活動の意義が、実際に参
加することで解ってもらえる

んやないろうか。地域の
人と交流する中で、成
長することもできる
きね。

　いつもは山や川についてお話しさせていた
だいていますが、今回は工科大生についてお
話しを伺いました。インタビューを通して、常
石さんの環境保全啓発活動に対する熱い思い
と、学生に対する優しさを感じました。お話し
の中で出てきた「共生」という言葉、人と環境
だけでなく、地域と大学もお互い持ちつ持た
れつの関係で共生していければと思い
ます。これからも地域の方々と共に
汗を流していきたいと決意を新た
にしました。  (井村)

イ ン タ ビ ュ ー を

終 え て

シカの食害を防ぐ
ため、防護ネット
設置活動も実施。

　今回は、本学のすぐ傍を流れる物部川流
域で環境保全啓発活動を行っている「物部
川21世紀の森と水の会」事務局次長の常石
勝さん。常石さんとのお付き合いは、
入職した平成19年から。活動に参
加しないかと声を掛けていただい
たのがきっかけで、以来学生と
一緒に参加しています。常石さ
んは本学ドミトリー（学生寮）の
管理人も務めておられます。

物部川ふれあいの森での剪
定作業。広葉樹の森再生活
動に学生と共に参加し、貴
重な経験となっています。
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災害に備えるネットワーク開発
 　「足し算とかけ算だけのシンプルな数式で、どんな物理現象も

モデル化できるんです」

　福本昌弘先生は、専門分野である信号処理の面白さに

ついてこう語る。一見難解な印象を受けるが、音や光、電波

のように波の性質を持つものに対して、歪みを元通りに直

す技術もその一つ。音楽を再生する際に雑音を除去す

るノイズキャンセルや携帯電話の通話時の音質補正な

ど、実は生活に身近なところで応用されている。

　この分野に出会ったのは、電気工学科で学んでいた大学3年

の頃。当時はデジタル技術が身近に出回り始めた頃だったが、

手を動かすことが好きな福本先生はパソコンに興味がなかった。

「学生の頃はパソコンよりも紙と鉛筆が研究道具。ぼんやり

理論を考えているか、手を動かして数式をいじっているかのどちら

かでしたね。今もコンピュータはあまり好きではないんです（笑）」と

屈託がない。紙と鉛筆だけで、現実には起こり得ない新しい

世界をつくることができる。その楽しさにのめり込んでいった。

　大学院に進み、同研究に邁進していた博士課程3年の頃、

転機が訪れる。

 「恩師から、97年に高知工科大学が開学すること、そして

教員を募集していることを聞き、直感を信じて即応募したと

ころ、採用をいただきました。高知はおろか、四国にすら行っ

たことがなかったんですけどね（笑）」

　 翌年度から「高知工科大学設立準備財団」の

専門員として、ネットワークや情報システム関係の

整備などを行い、開学と同時に講師として着任。

現在は教授として教鞭を執りながら、情報システム

生活に身近なデジタル技術

高知は新技術の源泉

センター長も務める。福本先生は開学前からの長きにわたり

本学の情報分野の一翼を担ってきたのだ。

　今や情報通信分野での応用も期待されている信号処理

技術。福本先生は、より高性能な情報ネットワークの実現に

向けて、世界中のパソコンをつなぎ、さまざまな信号をやり

とりできる仕組みの応用に励んできた。しかし、東日本大震

災後、災害に強いITインフラの重要性が高まったことから、

ネットワークそのものより、ネットワークをうまく活用した社

会に貢献できる研究に重きを置くようになった。そして今、

南海地震による被害が予想される高知県同様、太平洋岸に

位置する静岡県立大学や岩手県立

大学と共同で、最先端の研究開発

用高速ネットワーク「JGN-X」※を

用いた非常時に役立つネットワーク

技術の開発に取り組んでいる。

　 その一つが、ネットワークの構成や機能などを

ソフトウェアの操作だけで動的に設定・変更できる「Software-

Defined Network（SDN）」を活用した大規模災害情報ネッ

トワークだ。こうした新技術を使うことで、パス切替やフロー

制御が可能になり、行政からの緊急情報など、流すべき情報

の優先度に合わせたコントロールができるようになる。通信

障害が起こりやすい災害時に、必要な情報を確実に流せる

ネットワークが実現するのだ。

　そして、もう一つが高知県内の病院が保持する電子カル

テの情報を集約し、消失に備えて県外でバックアップする

プロジェクト。非常時に速やかに電子カルテを活用

するには、現場で実際に必要とされるデータだけを

戻す必要がある。医師がその患者に合った治療方法を

見極めるのに最低限必要な情報は、過去数ヶ月分の

薬の服用履歴。この情報が各病院のネットワークに

つながっているだけでなく、県外から応援に来る医師

が確認できるよう、携帯やタブレットPC から確実に

アクセスできる技術をめざしている。「病院の垣根を

越えて、医療情報を全県で共有する仕組みが完成す

れば全国初です」と意気込む。

　「情報分野において、高知という場所が持つメリット

はないだろうと思っていました」と話す福本先生。しかし、

例えば都内の病院が保持する電子カルテを集めて、

一カ所でバックアップすることは不可能に等しい。

「東京の人口約1300万人分のデータを集めるだけでも

大変ですし、非常時にその患者の情報を引っ張ること

は物理的に無理がある。人口約75万人という高知は、

実験的なことが全県単位でできるちょうどいい規模。

研究環境として恵まれていますね」

　ITインフラ整備が行き届いた都会とは異なり、

高知には何でも揃っていないからこそ、やりたいことに

一から挑戦できる上、同じ志を持つ仲間も多い。

「高知では、いわゆる普通とは少し違った目線で

物事を捉えることができるんです」

　それこそが新しい発見、ひいては技術開発の源泉

になるのだろう。

　福本先生は、「JGN-X」を通して他大学と共同研

究を行うことで、学生たちの成長につながればと考え

ている。研究室には毎日顔を出し、学生たちに気さくに

声を掛ける。研究に関することだけでなく、雑談もし

ばしば。さらには「趣味は学生との交流」と公言し、

餅つきやバーベキューなど、季節ごとに研究室で

イベントを行うのが恒例となっている。「イベントと

なれば、私も一緒に準備をしていましたが、最近は

輪に加えてくれません（笑）。学生たちは独り立ちし

てしまいました」と笑顔を見せる。

　温かい眼差しで学生たちを見つめ、伸びやかに育

つ研究環境を地道につくってきた。「学生たちには

自由にいろいろなことに挑戦してほしい」と語る福本

先生。世界にアピールできる地震大国・日本独自の

ネットワーク技術が、ここ高知で育ち始めている。

季節ごとにイベントを行う福本研究
室。昨年末は初めて「餅つき大会」を
行った。言い出しっぺは福本先生。

「みんな楽しんでいましたが、先生が一
番うれしそうでした（笑）」と学生たち。 3

情 報 学 群
福本 昌弘教授 
　 　ふくもと  　 　 　 　まさひろ

社会に役立つ
 「新世代ネットワーク」

電子聴診器で録音された音
は、実際の心臓や呼吸の音
と比べると若干ズレが生じる。
このため、本来の音を再現し、
医師が治療に活用できる音響
処理技術の開発を行っている。

福本先生が大学時代に出会った、物理現象
の原因（＝入力）と結果（＝出力）からモデルを
導く数式。「これがすべての始まりです」と言う。

学生と常に同じ目線で向き
合う福本先生。学生にとっ
ては穏やかで面倒見がよく、
気軽にコミュニケーションが
とれる先生の存在は何者に
も代え難い。

※ JGN-X とは……「独立行政法人情報通信研究機構」が、99 年度に研究開発用のギガビット級ネットワーク「Japan Gigabit Network（JGN）」
の運用を開始して以降、「JGN2」、「JGN2plus」と技術動向に合わせてネットワーク機能・性能を拡充。その運用を通じて、先進的なネットワー
ク技術の研究開発が行われてきた。そして、2011 年度に新世代通信網テストベッド「JGN-X」を構築、運用を開始。新世代ネットワークの構
築を目指した研究開発に利用され、利用する研究者同士の交流も活発化している。

JGN-Xを利用した医療情報

バックアップの構造図

福本先生は長野県の山育ち。高知に

は海と平野のイメージを抱いていたが、

「実際に訪れると、山に囲まれた長

野の風景とほとんど同じで、軽くショッ

クを受けました（笑）」と話す。高知の

好きなところは、“車で移動ができる

こと”。とはいえ、県内だけでなく、

伊勢神宮への旅行や長野への帰省

の際も自ら運転する。今の愛車は、

ディーラーで働く卒業生から購入し

たマニュアル車。走りをコントロール

できるマニュアル車の運転が何より

楽しいという。

Professor 's  
persona l i t y  

思
い
通
り
に
操
れ
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の

運
転
は
爽
快
で
す
！

JGN-X を通じて広がる、災害情報ネット
ワークの共同研究。後列左から JGN-Xを
運用する独立行政法人 情報通信研究機
構・山口修治さん（当時）、福本教授、前列
左から岩手県立大学・橋本浩二准教授、
柴田義孝教授。転載元：「JGN-Xインタビュー

vol.002 」NICTが運用する「JGN-X」HPより

https://www.jgn.nict.go.jp/ja/nwgn-front/

interview/002_5.html

より安 全・確 実 な 情 報 通 信 へ



T
O

P
IC

S

イベントの司会に
立候補したり、人前で堂々と
話せるようになったりと、
活動を通して自分に
自信がつきました！
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学生同士の助け合いを目的とした「ピア・サポート」。
年3回行われる学生による個別相談会では、
事前に研修を受けた学生サポーターに
どんなことでも相談できます。
ピア・サポーターと活動を支援する池雅之先生に、
活動内容ややりがいについて話を聞きました。

学生による学生のための    「ピア・サポート」
先輩たちと過ごすリラックスした時間1

平成25年度卒業式・学位授与式
地元のみなさんからの祝福に包まれ、新たな旅立ち2

安田 尚大くん　
マネジメント学部 2 年
岡山県出身

明るい色が使われた
サポートルームで、リ
ラックスしながら相談
することができます。

?
・履修登録のポイントは？
・どんなバイトがおすすめですか？
・友達を増やすにはどうしたらいい？
・高知のおすすめスポットを教えてほしい！
・どうすれば恋愛できますか？
・一人暮らしをうまくやりくりするコツは？

上総 毬椰さん　
マネジメント学部 2 年
高知県出身

池 雅之准教授　
共通教育教室
 （心理学）

權田 理紗さん　
マネジメント学部 2 年
島根県出身

学生生活の素朴な疑問から
友人や恋愛のことまで、
先輩に何でも聞いてみましょう！

ピア・サポートinfo

　３月20日（木）、平成25年度卒業式・学位授与式が執り行
われ、学士課程474名、大学院修士課程95名、博士後期
課程14名の計582名の卒業生が新たな一歩を踏み出しました。

　式では佐久間学長から「卒業後も知的好奇心を絶やさず、
さまざまな知識に触れ、異分野交流や日常活動の中で

多くの経験の積み重ねが大切。その努力によって得られる
質の高い教養から、思考の奥深さが生み出され、他
の要素と相俟って精神力あるいは人間力の涵養につ
ながり、結果的に日本の社会を健全に発展させるた
めの原動力になっていく」と、はなむけの言葉が贈ら

れ、卒業生・修了生代表の川﨑智太さん
（情報学群）からは「長いようで短かった

キャンパスライフは、今日フィナーレを迎えます。4 月からは、
自らが決めた目標に向かってそれぞれの道を歩み始め、
夢へと向かって着実に前進して参ります」との謝辞
が述べられました。
　式典終了後は、在学生、後援会、地元香美市商
工会の共催による卒業記念イベント「えん」が開催されま
した。郷土料理等が振る舞われ、ステージイベントが進行
する中、卒業生たちはお世話になった方々や友人、
そしてキャンパスに別れを惜しんでいました。

本誌で紹介している年齢、学年、所属等は、取材時のものです。

　もともと大学院生を中心にスタートしましたが、
今では学士課程の2年生からサポーターとして参
加できるようになり、学年の枠を越えた17人のメ
ンバーが活動しています。「1年生にとって院生
は少し遠い存在だったので、より身近に感じても
らおうと学年の幅を広げました。集まっているの
は後輩思いな学生ばかりです」と池先生。個別
相談は毎年4・5・10月に実施。 平成24年
度には専用のサポートルームが設けられ、活動
しやすい環境が整いました。上総さんは「一人
でも気軽に来れて、言いにくいことも言えるよう
な場に育てていきたいですね」と意気込みます。
この活動を通して、自らの成長を実感していると
いう權田さんは「相談を受けることで、苦手だっ
た“話を聞く力”が確実に身に付いてきました」と
手応えを感じているようです。

　一昨年度からは、新入生対象の交流イベント
を企画・開催するなど、活動の幅を拡大。上
総さんは、1年次に同イベントに参加し、そこで
多くのつながりが生まれたことが活動に参加する
きっかけになりました。またイベントで司
会を担当した安田くんは「先輩や仲間
と一緒に企画を考え、自分のアイ
デアが採用されたときの喜びはひと
しお。周りに感化されて、積極
性が上がりました」と語ります。
池先生も学生の成長ぶりには驚くばかり。
　「筋道を立ててイベントの企画を考えたり、相
談についても臨機応変に対応してくれて、本当
に頼もしいですね」。
　ネットやメールではなく、しっかりと向き合って
話を聞くことが「ピア・サポート」の重要な役目。
学生同士だからこそ、 話せることがあります。

“相談”と言うと堅苦しくなるので、「肩の力を
抜いて、気軽に話をする感覚で来てほしい」と
声を揃える3人。この春は、学生生活の相談
ごとを一緒に考えてくれる「ピア・サポート」を積
極的に利用してみませんか？

何気ない会話を交わすことが
「ピア・サポート」のあるべき姿。
かまえることなく
一人ひとりに向き合えるよう
心がけています。

参加のきっかけ：人と話すの
が好きで、これなら熱中して
取り組めそうと感じたから

参加のきっかけ：活動を
通して、自分自身の成長
につなげたいと思ったから

先輩や仲間が多彩で、
日々学ぶべきところばかり！
互いに刺激し合えることが
何よりの喜びです。
参加のきっかけ：1 年時
に参加した新入生交流
イベントが楽しく、活動
に興味を持ったこと

 4月、5月、10月の
月曜日から金曜日まで

相談日

 4 月/12：15 ～13：00
　　   18：15～19：30
 5 月/12：15 ～13：00
  10月 /12：15 ～13：00

時 間

※4月・5月の状況をみて検討

大学会館１階のパーティルーム（４月）   
 Ｋ棟２階ピア・サポートルーム（５月）
心理相談室内健康教育室（10月※）

場 所

peer@ugs.kochi-tech.ac.jpメール

明るく、相談し
やすい個室で皆
さんのご相談を
お待ちしてます！
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A
　学生たちが、祭事の手伝いや農作業の収穫を通して

地域との交流を深める「ココイコ！プロジェクト」は、

2013年 4月に始動しました。 

　活動の舞台は、高齢化が進む香美市物部町神池地区。

初めて訪れる山間の集落で、学生たちは

何を見て、感じ、学んだのでしょうか。

1年間の奮闘ぶりを振り返ってもらいました。

山間の集落で私たちができること

奏楽部　
卒業コンサート開催吹

規模災害を想定、
ネットワーク防災訓練大

　1月5日（日）、本学のTEReCo4研究会（研究代表

者 岡村健志助教：地域連携機構／当時）が主体とな

り、災害発生時のインターネット障害に対する防災

訓練を実施。本学に加え高知県立大学、高知大学、

高知工業高等専門学校から約30名が参加しました。

　実際にネットワーク上へ障害を発生させ、震度

６クラスの東南海地震発生と仮定し、各大学で予

備の通信回線への切り替えを検証すると、想定外

のトラブルに見舞われました。この結果を受け、

災害に備えた情報ネットワークや体制づくりを改

めて見直すことができました。岡村助教は、「災害

時に、大学は学生や教職員、地域住民の方々の

安全と安心を守る拠点となります。今後も情報ネッ

トワークの防災訓練を続け、いざという時に頼り

になる情報基盤の運用を目指していきたい。」とコ

メントしました。

　吹奏楽部“WIND BRASS”による第15回定期

演奏会「卒業コンサート」が、3月1日（土）、本学講

堂にて開催されました。大学祭や記念式典、地

域イベントなど様々な場面で活躍する同部の唯一

の定期演奏会。地域住民や同部OB・OGなど約

170名にお越し頂き、開演前には“ロビーコンサー

ト”で来場者を歓迎。総勢40名でのクラシック、

ディズニーメドレーの演奏や木管四十奏、クラリ

ネット、ピアノソロなどアンサンブルステージま

で、今春卒業する学生たちの集大成となる多彩

な構成で観客を魅了。「先輩にとって最高の想い

出に！」「近隣の皆様にも楽しんでいただけるよう

に！」と部員一同心をこめた演奏会となりました。

　神池地区では、来訪者を喜ばせようと毎

年5月初旬にこいのぼりやフラフが揚げら

れます。その片付けをお手伝いしたことが、

最初の活動となりました。6月にはじゃが

いもの収穫をお手伝い。メンバーのほとん

どが初めての経験で、地域の方々に教わり

ながら作業を行いました。「高齢化で収穫

できる人が減っているので、地域の皆さん

は僕たちの訪問をとても喜んでくださいま

した」と遠藤くんは話します。

　また毎年お盆に行われる物部町の一大イ

ベント「奥物部湖水祭」や大栃小中学校合同

の運動会にも参加し、地域の方 と々交流を

深めました。山崎くんは「地域の皆さんは

本当に元気で、若い僕たちが負けそうなほ

ど（笑）。世代を超えて一緒に楽しむことの

大切さや地域の結束力の強さを感じまし

た」と振り返ります。

　さらに、12月23日に行われた「龍河洞」

をキャンドルで彩る「龍河洞クリスマスキャ

ンドルナイト」には、地域の方 と々共同制作

した“竹のキャンドル”を出品。神池地区

の竹で作った渾身の自信作で、参加した3

団体のうち見事優勝を果たしました。

　今年度の活動を通して、地域のことを知

り、地域の皆さんと信頼関係を築くことが

できたようです。「地域の方々はエ

ネルギーにあふれ、地域の現状

に危機感を持ってさまざまな活動

をされています。私たちもそんなパワーに

負けないよう、来年度は観光ツアーなど具

体的な取り組みを行っていきます」と抱負を

語る藤岡さん。中村くんも「年 ス々テップアッ

プを図り、末永く継続できるプロジェクト

に育てていきます！」と気合い十分。今後

の「ココイコ！プロジェクト」の取り組みは、

このコーナーで紹介していきます。

松安晴名誉教授・
初代学長、2014年
日本国際賞 を受賞

末
　本学初代学長の末松安晴名誉教授に、
2014年日本国際賞（Japan Prize）の授与が、
決定しました。「国際社会への恩返しの意味

をもたせた世界的な賞を」との政府の構想に、
応じた松下幸之助氏の寄付により実現。以来、
30年の歴史を持つ国際賞です。
　末松名誉教授は、「エレクトロニクス、情報、
通信」分野での受賞。光ファイバー内で減衰が

少なく、情報を安定して送れる「動的単一モード

レーザー」を開発し、現在の情報化社会を支える

大容量長距離光ファイバー通信の実現に大きく貢

献したことが評価されました。授賞式は4月23
日、国立劇場（東京都）
で開かれます。

受賞業績

『大容 量長距離光

ファイバー通信用

半導体レーザーの

先導的研究』

新技術が一同に！
新機能性材料展に出展最

内
合
同
会
社

説
明
会
を
開
催

学

　1月15日〜2月12日の各週水曜日の5日間、

学士課程3年生と修士課程1年生を対象に学内

合同会社説明会を開催しました。多様な業種と

出会う機会を提供するため、今年は県内・県外

319の企業・団体にご参加いただきました。

　各ブースでは、学生が真剣な表情で熱心に質

問をする姿がみられました。平成27年春卒業・

修了予定者たちの就職活動もすでに本格化。

　今後もこのような機会の提供や個別指導等を

通して、学生の就職活動を支援してまいります。

職交流会を
開催しました。就

　12月14日（土）に関西、1月11日（土）に関東在

住の卒業生と、在学生との就職交流会が開催さ

れました。本学同窓会の主催で、就職活動中の

学生に向けて毎年実施、今年は大阪・東京を

会場としました。

　大阪・東京の合同会社説明会に向けた就職

支援バスツアー参加者が出席。最初は緊張して

いた在学生たちも次第に打ち解け、先輩に様々

な質問をぶつけていました。本格的に就職活動

を始めた学生たち

にとって、社会の先

輩である卒業生の

貴重な“生の声”は、

今後に役立つものと

なったようです。

SMS2013開催
さらなる飛躍へ！S

　本学発、社会マネジメントシステム学会第

９回国際シンポジウム（SSMS2013）を、12月2

日（月）〜4日（水）の3日間、オーストラリア西

シドニー大学との共催で、シドニー市で開催し

ました。7カ国115名の研究者、学生が参加し、

社会科学、心理学、工学、経済学などの各分

野における社会マネジメントシステムについ

ての研究を発表。

　「人々の仕事、生活、心」をテーマに掲げ、

災害心理学で著明な西シドニー大学のビバ

リー・ラファエル教授、東京大学総合防災情

報研究センター長の田中敦教授を迎え、従来

の社会マネジメントシステム学の枠組みに心理

学の観点を加え

た、今までにない

展開となりました。

　システム工学群、渡辺菊眞准教授の建

設作品「産泥（うぶどろ）神社　A Shrine 

in an Air Pocket in the City」が“2013 

International Awards Program for 

Religious Art & Architecture”（Faith & 

Form Magazine、IFRAA アメリカ建築家

協会協賛）に入選しました。

　この賞は、優れた宗教的な建築、典

礼デザインと芸術を表彰するものとし

て 1978 年に設立され、宗教建築、典

礼 / インテリアデザイン、神聖なる風

景、宗教芸術の区分で審査されるもの。

（Faith & Form HP より）

　「産泥神社」は、新潟市で開催された

『開港都市にいがた　水と土の芸術祭

2012』にて制作されたアートプロジェ

クト。都市開発過程でできた柳都大橋

の隙間はかつて下町があった場所。そ

の場所に新潟の土を詰めた 2012個の

土嚢を積み上げ、全長15メートル幅 5

メートルの泥の神社を建設。「失われた

町の記憶に思いをはせる場所になって

欲し い 」

と渡辺准

教授。

　今夏シ

カゴで授

賞式と展

示会が行われた後、アメリカ国内の主

要都市にて巡回展示される予定です。

が集う
土嚢の家へ人 泥

神
社
が
優
れ
た
宗
教
的
建
築
と
し
て
選
出
！

産
　1月29日（水）〜31日（金）、本学総合研究所マ

テリアルデザインセンター・センター長、山本哲

也教授らの研究チームが東京ビッグサイトで開

催の「新機能性材料展」に出展。小型で省電力を

特徴とする水素ガスセンサーや、「Al & Cr ダブ

ルX 線源XPS: 表面及びバルク化学結合状態評価

を可能とさせるXPS装置」など、最新技術の研究

成果を展示、紹介し

ました。　1月9日（木）、本学大

学院生が建設した「土

嚢の家」竣工式が行わ

れました。大学院社会

システム工学コースの

セミナーとして、渡辺菊眞准教授の指導のもと、構造・

材料／計画・マネジメント／デザイン／建築環境工

学の各分野が協力し、土嚢ドームを建造。成果を世

に問おうと学生が知恵を出し合い、デザインや性能

を考慮して、キャンパスに隣接する渡辺准教授主宰

のD環境造形システム研究所敷地内に、昨年11月

初旬から施工開始。ドームは直径 3.5メートル、高

さ5メートル程で、通気性・耐震性にも優れています。

　近所の子どもたちも交えて、餅投げや内覧会を実

施。学生代表の松井悠成さん（大学院修士課程社会

システム工学コース１年）は、「試行錯誤しながら自

分達も泊まりたいと思える作品が出来ました。この

貴重な経験を今後の糧にしていかなければと思いま

す。」と感想を述べ、渡辺准教授は「地域の方々、子

どもたちにも、いつでも自由に使ってほしい」と、ドー

ムをきっかけに交流を深

め、人が集まる場所へと発

展を願っています。

食育料理
教室開催

　1月15日（水）、本学健康相談室によ

る食育指導の一環として、香美市か

ら管理栄養士を招き、香美市中央公民館に

て料理教室を実施。20代の食生活をテーマに学

生自らが献立を選択、カロリーやバランスなどを

見直しながら、自己管理能力を養うレクチャーと、

バランスが取れたメニューの調理実習の2部構成。

慣れない手つきでハンバーグをこね、包丁の扱い

に悪戦苦闘する学生の姿も。苦労した分、美味し

さも増し、和やかに食事を楽しんで教室は終了。

　参加した学生は「食について楽しく学ぶことがで

きた!今後自分でもつくってみたい」と、食に対する

意識を新たにしていました。

　本学の卒業生で、総合研究所特任講師も務めた劉

涛先生が、中国政府が推進する2013年の「青年千人

計画」の一人に採用されました。この計画は、中国国

外で活躍する若手研究者を支援し、これからの中国の

科学技術や産業の発展に寄与する人物が選ばれます。

　劉先生は、井上喜雄教授（大学院工学研究科／シ

ステム工学群）の指導のもと当時世界発となる「履物

の柔軟性と精度を両立させるウエアラブル床反力セ

ンサの開発」を行い、その後、本学で研究したセンサ、

アクチュエータを扱う研究開発会社を上海で起業。

この度、中国の浙江大学教授に就任されます。今後、

井上教授、劉教授師弟による共同研究や、同大との

交換留学、インターンシップの受入れといった交流

に期待が膨らみます。

涛（Tao LIU）先生、
 「青年千人計画」に採用劉

左から
山崎禎弥くん
広報／情報学群2年

遠藤峻くん
副代表／情報学群2年

中村真也くん
副代表／情報学群2年

藤岡美咲さん　
代表／マネジメント学部1年

K U T の 学 生 た ち  が 取 り 組 ん で い る 様 々な 活 動 や 、 先 生 方 の 研 究 成 果 等 を 一 挙 に 報 告 しま す！
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自
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で
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
！

イイスギジャッジ

高知工科大学
広報担当 前田

今回言い過ぎる人

岡
おか

 宏
こ う い ち

一  センセイ

自己責任だから

や
・・・・
りたいことが

できるんですよね。

イスギって何を書くのかよくわからん。
まあ今の学生に向けての一言と考えて、私の学生時代の

ことでも書いて反面教師にでもしてもらおうかなぁ。イイスギに
はなってないかもしれないけどご容赦。
　私が入学した当時の大学は、低い時計台にでかい字で「○○
処分粉砕」などと書かれてたんだよね。デモや学生ストライキで、
テストが中止になりレポートで評価されるなどとラッキーなこと
も．．．。私は、デモに参加するほど政治的ではないけど、授業や
テストがなくなるストは歓迎、といういいかげんな学生だった．．．。
一度、明日がテストという日、ストをするかどうかの投票で、ス
ト賛成に○印をして機嫌良く飲み会．．．。翌日ブランチを食べに大
学近くを通りかかると、門にバリケードがなく、あわててテスト
教室に飛び込んだ思い出が．．．。
　そんなふうにやっているから、当然成績も悪いんだけど、
なんとかテストだけは、友達、先輩の力を借り、自分でも多少
の努力もして、単位だけはとった。今のＫＵＴの制度なら GPA
が1ちょっとくらいだったのだろうなあ。
　今思うと、無理に単位を取らずに、しっかり遊んで（学んで？）、
結果として留年してもよかったのじゃないかと思う。もっと自分
のやりたいことをやるべきだったのかと．．．。

みなさんに言いたいことは、とにかく、もう少し自分
のやりたいことを自由にやってよいのじゃないの？

　先生の言うこと聞いていて嬉しい人はいいけど、そうじゃ
ない人は、大学生なのだから自己責任で言うこと聞かなくても
いいのじゃないの？
　授業に出席しなくたって自分で本読んで勉強したっていいし、
部活動に熱中して１年くらいの留年は許されると思うし、なん
たって、遊ぶことができない人は仕事できないかもよ。「もの
づくり」は「あそび」が大事。
　先生が言うことより本に書いてある方が正しいことがよくある
し、もちろんその反対もある。そこは自分の判断が必要。判断
できるようになることが大学生になることかもしれない。

　とにかく誇りを持って、自分の好きなようにやってみたら？
大学生なんだから．．．．．。　　　　　　　　　　　　　オシマイ

イ

先生自身が日々感じている
ことを、ちょっとイイスギ
なくらい語ってもらいました！

－　2015年4月の法人統合にあわせマネジメント学部を移転・改組　－

　これまでの全学生を対象とした「今年度最も良かったと思われる

授業を行った教員」を選ぶweb アンケートの投票結果に加え、

今年度からは得票数および得票率、授業評価、教員による成

績評価と総合的に審査し、上位3名の教員を“The Teacher of 

the Year”として表彰することになりました。

　栄えある平成25年度“The Teacher of the Year”には、

　１位　鈴木　利幸　教授（共通教育教室）

　２位　楠川　量啓　教授（システム工学群）

　３位　中村　直人　教授（マネジメント学部）

の3名が選ばれました。

he Teacher of the Year  決定！

業制作作品展 2014
を開催しました。卒

T

たな知のオアシスへ！新
　高知市文化プラザかるぽーと（高知市）にて、

システム工学群の重山研究室・吉田研究室・

渡辺研究室・四国職業能力開発大学校合同の

卒業制作作品展を開催しました。JIA（公益社

団法人日本建築家協会）四国支部学生卒業設

計コンクール（下部参照）としても位置づけられ

ており、平田晃久建築設計事務所代表・平田 

晃久氏を招き審査会を実施。着想の面白さ、

空間の魅力、力強さとオリジナリティーなどを

審査基準とし、金賞には古味亜弓実さん（シ

ステム工学群4年）「現代集落ー双対村」が選ば

れ、全国学生卒業設計コンクールへの出展権

が与えられました。

【金賞作品講評】

　「土木構築物（高速道路）の構造の中に住む

ことで、超効率的な交通と、その下に広がる

秘境ともいえる大自然の対極の魅力を味わえ

る「集落」」という着想と「高速道路を支えるト

ラス（斜めの構造）がつくる不思議な住空間」

の魅力に大きな可能性を秘めている。

　本学は、平成27年4月に「マネジメ

ント学部」を香美キャンパス（高知県香

美市土佐山田町）から永国寺キャンパス

（高知市永国寺町）に移転し、同学部を

改組。新たに「経済・マネジメント学群」

を開設します。

　マネジメント学部をベースに、経済

学分野および人間行動や社会経済現象

を理解するため心理学などの専門分野

を充実強化、多様な価値観で社会を俯

瞰的に捉え、社会経済の課題を分析・

理解し、社会システムをマネジメントで

きる人材を目指します。

　「経済・マネジメント学群」の教育は、

香美キャンパスおよび永国寺キャンパス

で実施します。高知県公立大学法人と

の統合に伴い、高知県立大学と共用す

る永国寺キャンパスは、学生・教職員

のコミュニケーションを円滑にするコ

モンスペースを多く設け、より良い教

育環境を提供。1 年次は、香美キャン

パス、2 ～ 4 年次の教育は永国寺キャ

ンパスで学びます。なお、課外活動な

ど学生の多様な生活スタイル、工学系

３学群の基礎専門科目の履修といった

学生の移動に対応し、キャンパス間を

結ぶシャトルバスを運行予定です。

“街なかの知のオア
シス”をテーマに再
整備中の永国寺キャ
ンパス完成予想図

将来の進路に従って７つの専攻を意識しながら、専門基礎
知識を習得し、2 年次後半に経済系、マネジメント系、融合
系のいずれかを選択。3 年次には、各系のなかから自身の
専門分野となる専攻を選択し、系統的に学ぶカリキュラム。

新学群「経済・マネジメント学群」学びの流れ

　2月23日（日）、商品開発同好会の学生5名が土佐山田町宮ノ口の

地域の方 と々共同栽培したそばを使い、そば打ちを体験。住民グルー

プの呼びかけに応じ、商品化を視野に一緒に種まきから、刈り取り、

脱穀までを行ってきました。その集大成として、本山町からお招きし

た講師の方に教えてもらいながら、打ったそばを慎重に切り揃えてい

きます。できあがりは、太さもまばらで個性豊か（？）。約1年かけて

栽培したそばとあって感慨深い味わいに。今

回の収穫量は約40キロ。同会の合田久美子

さん（マネジメント学部1年）は「次年度は、そ

ばと一緒に栽培した大豆も合わせて、商品化

に向けて動きたい」と意欲を見せています。

品
開
発
同
好
会
が

“
そ
ば
打
ち
”
体
験

商
　12月15日（日）、本学所属の音楽団体（吹奏楽部 WIND BRASS、ア

カペラサークル KOCO'A、DTM 部 Resonanc、軽音同好会、ピアノ

同好会、Human Beat Box同好会、和楽器同好会、桜屋本舗）が一

同に会し、ドレミ祭を開催しました。学外から Muical Time をゲストに

迎え、地域の方、学生約170名と一緒に多彩な音楽に耳を傾けました。

　主催する PA 同好会代表の内田啓太くん（情報学群 2 年）は「KUT の

音楽団体によるフェスを多くの方の支えで開催し、楽しんでいただくこ

とができました。」と語り、音楽祭の継続と発展を願っていました。

013年度音楽祭　“ドレミ祭”２

　ジョン・フリッツ 駐日ミクロネシア連邦特命全権大使及

び同大使館経済担当官 末永邦雄氏らが本学を訪問。
　ミクロネシア連邦は高知県と関係が深く、現エマニュエ

ル・モリ大統領は高知市出身でミクロネシアに定住した森

小弁氏の曾孫にあたります。このような縁から高知・ミク

ロネシア友好交流協会が設立され、大使の本学訪問が実

現。「歴史的・文化的つながりの深い

日本、特に高知県に学生を送り、日本

のリアルな姿を理解してもらいたい」
と期待を寄せ、エネルギーや環境保

全、海洋資源等の分野での連携に

ついても意見を交換しました。

日
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦

特
命
全
権
大
使
が
来
学

駐

校
生
の
研
究
活
動
を

活
性
化
！

高 　産業教育を学ぶ高校生の研究成果の発表の場として、「高

等学校産業教育生徒研究発表会」が 1月11日（土）、本学講堂

で開催されました。
　生徒達の自主的な研究活動を後押しし、プレゼンテーショ

ン能力の向上、ひいては産業教育の振興のため、県教委が

毎年開催し、今年度で58回目。本学学長賞を受賞した須崎

工業高等学校の生徒達は、柳川

ソーラーボート大会で歴代最高

タイムで優勝するまでを、動画を

交えて報告。 「今回の経験をいか

していきたい」と話していました。

金賞　古味さんの作品
 「現代集落ー双対村」

高知化学会会長賞
■平井翔さん（大学院工学研究科基盤工学専攻修士課程2年／西脇研究室）

 「NMR追跡による擬似分子内反応の機構解明」

2013電気関係学会四国支部連合大会優秀発表賞
■河野勝也くん（システム工学群４年／岩下・小林研究室）

 「2光子吸収による光パルス相関信号の偏光無依存化 」

■日野拓哉くん（システム工学群４年／岩下・小林研究室）

 「変調側波帯雑音補償OFDRを用いた後方散乱光による光損失測定」

■香美市体育文化奨励賞受賞　ソフトボール部

■県リーグでⅠ部昇格　男子バスケットボール部

■南日本学生選手権大会優勝　卓球部（女子）

■全日本アンサンブルコンテスト四国支部大会
　大学部門（木管四重奏）金賞受賞　吹奏楽部
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  JIA四国支部学生卒業設計コンクール
【金賞】古味亜弓実さん（システム工学群4年／渡辺研究室）「現代集落－双対村」

【銀賞】大森匠くん（システム工学群4年／吉田研究室）

「交差する薄い住宅で、視線は好奇心のままに旅をする」

【銅賞】岡田廉太郎くん（システム工学群4年／吉田研究室）「積層のまち」

Awards and Honors Good Job!!



ジ ッ カ ン
n o t e

Congratulation!

　
　

　
　

「
2
0
1
3
年

度
か
ら
　『
地
震
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
』を
全
学
生
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。」

と
濱
田
さ
ん
。
こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
付
帯
の
安
否
確
認
カ
ー
ド
は
、

学
生
が
個
人
情
報
を
事
前
に
記
入
し
て
お
き
、

も
し
も
の
時
は
避
難
場
所
で
回
収
す
る
だ
け

で
、
迅
速
か
つ
正
確
に
安
否
の
把
握
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
は
実
は
画
期
的
で
、

「
学
生
証
の
I
C
や
メ
ー
ル
で
の
安
否
確
認
も

考
え
ま
し
た
が
、
災
害
時
に
電
子
機
器
が
使
え

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド

は
雨
が
降
っ
て
い
て
も
破
れ
に
く
い
耐
水
性
の

用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。」と
の
こ
と
。
さ
ら

に
、
安
否
確
認
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
普
段
か
ら
携

帯
す
る
と
い
う
簡
単
な
行
為
に
よ
り
、
意
外
と
認

識
さ
れ
て
い
な
い
“
災
害
時
に
自
身
の
無
事
を
正

確
に
伝
え
る
”
重
要
さ
を
、
心
が
け
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
2
月
に
は
教
職
員
と
ド
ミ
ト
リ
ー

（
学
生
寮
）の
フ
ロ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
研

修
講
座
を
2
日
間
開
講
し
、5
5
名
が「
防
災
士
」

の
資
格
を
取
得
。
災
害
や
日
常
時
の
防
災
活
動
、

避
難
所
運
営
な
ど
の
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。
い
つ
か
大
地
震
が
来
た
時
に
、

自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
何
が
で
き
る

か
？
大
学
に
い
て
も
自
宅
に
い
て
も
、

常
に
意
識
し
て
考
え
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
、
濱
田
さ
ん

は
真
剣
な
面
持
ち
で
語
り
ま
す
。

K
U
T
の
先
進
的
な

取
組
み
と『
防
災
意
識
』

「災害リスク
を考える」

東日本大震災
から3年、全

国各地で

地震災害に対
する取り組み

が進むなか、

今回は、「災
害」を未然に

防ぐために、

KUTで取り
組んでいる様

々な

防災対策をリ
ポートします

！
四代目学生特派員
左：中村真也（情報学群2年）
右：西本高志（情報学群2年）

施設管理部
濱田零華さん

「
南
海
地
震
発
生
時
は
、
K
U
T
周
辺
で
震

度
6
強
。
電
気
や
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
1
週
間
以
上
、
寸
断
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。」
そ
う
語
る
の
は
施

設
管
理
部
の
濱
田
さ
ん
。
K
U
T
は
標
高

6
0
m
の
高
さ
に
あ
る
た
め
津
波
の
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
問
題
は

深
刻
で
す
。

　「
K
U
T
は
、
学
生
・
教
職
員
の
う
ち
、
予

想
さ
れ
る
避
難
者
の
た
め
3
日
分
の
備
蓄
品
の

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。」
実
際
に
備
蓄
品
を

見
せ
て
も
ら
う
と
、
倉
庫
一
杯
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
山
！
食
料
に
水
、
仮
設
ト
イ
レ
、
ラ

イ
ト
な
ど
災
害
時
に
必
要
な
資
材
が
大
量

に
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が

い
つ
も
使
っ

て
い
る
学

内
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
隅

に
設
置
さ

れ
て
い
る

三
角
形
の
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
も
、
閉
じ
込

め
ら
れ
た
際
の
非
常
用
食
料
、
携
帯
ト
イ

レ
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
備
品
が
入
っ
て
い
る

の
で
す
。

“
も
し
も
”の
と
き
に
は

学
生
た
ち
の「
防
災
」意
識
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。「
あ
え
て
防
災
に
詳
し
く

な
い
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
、『
防
災
』

を
考
え
る
団
体
を
作
り
ま
し
た
。」と

語
る
の
は
、防
災
啓
発
や
復
興
支
援

を
行
う
た
め
に
2
0
1
3
年
に
新
設

さ
れ
た
、※
K
P
A
D
の
鈴
田
く
ん
。

こ
れ
ま
で
に
、小
学
生
を
対
象
と
し

た
防
災
に
関
す
る
授
業
や
、大
学
祭

で
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
販
売
・
募
金
を
し
た
り
と
活

動
の
幅
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

 【
学
生
発
!
】

防
災
は
楽
し
く
で
き
る

 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
!
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

 

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

日ごろの意
識で、

減災できる！

平成25年度卒業式において学長表彰が行われました。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

総合成績優秀者
システム工学群
市川　幸平　　　岡﨑　未来

環境理工学群
岡　勇気

情報学群
川﨑　智太

マネジメント学部
池田　尚哉

専門領域科目成績優秀者
環境理工学群
井手口　智紀

井戸本　彩

岡　　　勇気

矢島　　由葵

内田　　涼

山下　　愛智

松浦　　未鈴

竹之内　良太

本城　　良太

小柳　　亮

情報学群
赤澤　健人

宇野　則文

鳳　　大希

川村　卓也

栗原　慎也

竹本　万里雄

田中　拓斗

福井　さゆり

三木　悠平

明神　明良

マネジメント学部
種田　啓太

池田　尚哉

大澤津　将希

川島　友李亜

鈴木　くみこ

中山　雄紀

萩田　友里

濵島　理絵

濵田　将

山岡　理紗

システム工学群
市川　幸平

岡﨑　未来

太田　 也

坂本　裕樹

佐藤　孝充

松﨑　一也

河野　紘基

長塩　拓馬

永井　悠河

岡林　由真

波多野　勇気

村上　翔太郎

山崎　彬美

和泉　絵梨香

米田　圭佑

大坂　基樹

安田　貴紀

金子　竜也

田原　嶺宏

楠本　雄司

末松賞
システム工学群
太田　 也

河野　紘基

坂本　裕樹

環境理工学群
岡　　勇気

松浦　未鈴

矢島　由葵

情報学群
竹本　万里雄

福井　さゆり

三木　悠平

マネジメント学部
川島　友李亜

中山　雄紀

濵島　理絵

豊田　創

長塩　拓馬

安田　貴紀

学術研究奨励賞

大学院修士課程
右川　貴子

永井　諒太郎

平井　翔

藤田　夏斗

大学院博士後期課程
LAMILLA ALVAREZ Pablo

WANG Yi-Na

KONG Fantao

HOU Liyuan

（表記は全て敬称略）

小学生を対象に、まず
は災害や防災に対する
意識を楽しく引き出す!
※KPAD：KUT Preventer
Against Disasterの略

マニュアルには一度、
目を通しておこう！

KPADの活
動！

18

中村　防災ってハードルが高いと思っていた

けど、簡単なことなら始められそうだね。

西本　何かあってからでは遅いしね！

身近なところから始めてみよう！
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エレベーター角の
非常用 BOX



学生に樹種を説明す
る常石さん。針葉樹と
広葉樹の違いを学び、
広葉樹を中心に有用
樹種を見極める。

大
学
だ
け
や
の
う
て
、

社
会
で
学
ぶ
学
生
が
え
い
が
や
な
い
？

――大学の講義「地域共生概論」でも講師をしていただ

いていますが。

　40年ばぁ前は、どっこも田舎で、自然環境のある
べき姿は自ずと日々のくらしの中で認識できた。
でも高度な社会となった今はそれが難しい。環境保全
の重要性は、本来の豊かさと蝕まれはじめた現実の
両方の姿をまず知ってもらわんことには伝えれんがよ。
守るべき本質とは何なのかを考えてもらいゆう。講義
では、緊張をほぐすがに歌をうとうたこともある(笑)

――地域に出て行く学生が増えていますが、学生に期待

することはどんなことでしょうか。

　地域に出て行く学生が増えたがは、地域と大学、
両方が噛み合いだしたんやないろうか。それと僕らぁ
の頃と比べて、今の学生は意識が高いねぇ。ちゃんと
目標を立ててやりゆう。これは、世の中に出た時に
役に立つがやないろうか。自らが外へ出て行って、
吸収してくることが大事で、そこではいろんな出会い
ふれあいも生まれる。大学だけやのうて、社会で学び
成長するそんな学生がえいがやない？こういう目的
で、今はこれをするという実行と検証が大事ながやき。
　困った時にはよう相談に来てくれる。ありがたい。
相談を受けたら精一杯応えるようにしゆう。そのか
わり、本当にヤル気があるか試させてもらうけんど
(笑)。高知の人間は生半可なモンには手をさしの
べてくれん。汗のかき甲斐のある人に協力してくれ
るがやき。

――本学に期待することはどんなことでしょうか。

　学生が僕らぁの活動に参加してくれるがは、大学が
かなり力を注いでくれゆうからこそ。
　工科大は地域と共にという意識が高いき、僕らぁもあ
りがたい。熱意がひしひしと伝わってくるし、それを行動
で示してくれる。今後も続けていってもらいたいねえ。

井村公一
学生支援部

今回の
インタビュアー

――常石さんが行われている物部川流域環境保全啓発

活動について教えてください。

　今の物部川は昔の豊かさが失われてきちゅう。川
の水量や渇水、人工林の放棄やシカによる食害、色
んな問題が物部川にはある。自分らぁは、生物多様
性を含めて、物部川を本来の姿に戻すがに、人々の意
識を変えるための啓発活動をしゆう。生かされちゅ
う者の一人として、何とかしていきたいと思いゆう。

――啓発活動には学生も参加させていただいてい

ます。参加する学生の印象はどうですか。

　「三嶺の森をまもるみんなの会」がやりゆ
うシカ食害防止活動なんかは、工科大生の存
在が大きいねぇ。「物部川21世紀の―」のシン
ポジウムや、環境学習にも協力してくれゆう。
一人ではちょっとしか出来んけんど、たくさん
集まれば大きな事ができるきね。それ
に、この活動の意義が、実際に参
加することで解ってもらえる

んやないろうか。地域の
人と交流する中で、成
長することもできる
きね。

　いつもは山や川についてお話しさせていた
だいていますが、今回は工科大生についてお
話しを伺いました。インタビューを通して、常
石さんの環境保全啓発活動に対する熱い思い
と、学生に対する優しさを感じました。お話し
の中で出てきた「共生」という言葉、人と環境
だけでなく、地域と大学もお互い持ちつ持た
れつの関係で共生していければと思い
ます。これからも地域の方々と共に
汗を流していきたいと決意を新た
にしました。  (井村)

イ ン タ ビ ュ ー を

終 え て

シカの食害を防ぐ
ため、防護ネット
設置活動も実施。

　今回は、本学のすぐ傍を流れる物部川流
域で環境保全啓発活動を行っている「物部
川21世紀の森と水の会」事務局次長の常石
勝さん。常石さんとのお付き合いは、
入職した平成19年から。活動に参
加しないかと声を掛けていただい
たのがきっかけで、以来学生と
一緒に参加しています。常石さ
んは本学ドミトリー（学生寮）の
管理人も務めておられます。

物部川ふれあいの森での剪
定作業。広葉樹の森再生活
動に学生と共に参加し、貴
重な経験となっています。
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常石勝さん
物部川21世紀の森と水の会　事務局次長
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